
講
義
時
間
延
長
が
当
た
り
前
!?

時
を
忘
れ
る
白
熱
ゼ
ミ

東京大学法学部卒業。同大学院を経て、パリ第十大学大学院
博士前期課程修了。研究キーワードは憲法制定行為、フランス
憲法学、法の一般理論、日本憲法史、欧州連合、主権論、司法
権。主な著書に『ブリッジブック法学入門』、『憲法学の現代的論
点』などがあり、執筆活動も旺盛。2003年より法学部学務委
員、2008年4月から2012年3月まで九州大学学生生活・修学相
談室の相談員を務める。ツイッターは@sspmi。
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21世紀プログラム

工学部
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農学部

開
け
放
し
た
窓
か
ら
初

夏
の
風
が
感
じ
ら
れ
る
な

か
、
四
辺
形
に
配
置
さ
れ
た

長
机
に
学
生
た
ち
が
着
席

し
、
講
義
の
準
備
が
整
っ
た
。

ま
ず
は
南
野
先
生
か
ら
ゼ
ミ

生
へ
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
参

加
人
数
の
確
認
な
ど
連
絡

事
項
が
伝
達
さ
れ
た
。
先
生

と
学
生
た
ち
と
の
会
話
は
機

知
に
富
ん
だ
ジ
ョ
ー
ク
が
溢

れ
、こ
の
和
や
か
な
雰
囲
気

は
サ
ー
ク
ル
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
よ
う
だ
。タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
っ
て「
じ
ゃ
、
始
め
よ

う
か
」
と
南
野
先
生
。
そ
の

瞬
間
、
学
生
た
ち
の
顔
が
一

気
に
引
き
締
ま
り
、「
憲
法

演
習
」（
南
野
ゼ
ミ
）が
開
始

し
た
。

同
ゼ
ミ
で
は
、
憲
法
の
学

説
や
判
例
を
取
り
上
げ
て
、

批
判
的
な
検
討
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
学
生
た
ち
の
法
的

思
考
と
憲
法
学
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
く
。
具
体
的
な
方

法
は
発
表
と
討
論
。
ゼ
ミ
生

は
自
ら
選
択
・
設
定
し
た
憲

法
学
上
の
論
点
に
つ
い
て
分

析
し
、
結
果
を
皆
の
前
で
発

表
す
る
。そ
の
発
表
を
軸
に
、

全
員
で
討
論
す
る
の
だ
。
発

表
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に
難

易
度
が
高
ま
り
、ハ
ー
ド
ル

そ
し
て
討
論
が
開
始
さ
れ

た
。政
治
的
行
為
が
ほ
ぼ
全

面
的
に
規
制
さ
れ
る
公
務
員

に
対
し
て
、司
法
が
実
践
的

に
い
か
な
る
救
済
を
図
れ
る

か
。理
論
的
に
は「
法
令（
全

部
）違
憲
」を
出
せ
る
理
由
づ

け
も
可
能
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
日
の
発
表
グ

ル
ー
プ
は「
適
用
違
憲
」と
い

う
手
法
の
立
場
を
と
っ
た
。あ

り
え
る
考
え
方
だ
ろ
う
か
、そ

れ
と
も
無
謀
な
考
え
な
の
か
。

提
出
さ
れ
た
課
題
に
、皆
が

真
っ
す
ぐ
に
向
き
合
う
。
批

判
的
に
検
討
す
る
。人
の
話

を
じ
っ
く
り
と
聞
き
、自
分
で

考
え
、自
分
の
言
葉
で
話
す
。

絶
妙
の
間
合
い
で
先
生
が

「
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ(

ビ
ラ
配
布)

関
連
事
件
の
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
」

と
い
う
手
作
り
の
資
料
を
配

付
し
た
。先
生
か
ら
の
資
料

は
意
見
交
換
の
種
と
な
り
、

学
生
た
ち
は
テ
ー
マ
の
焦
点

を
深
め
て
い
っ
た
。議
論
は
止

む
こ
と
な
く
、時
に
先
生
が
こ

れ
ま
で
に
出
た
意
見
や
情
報

を
整
理
し
て
、こ
れ
ま
で
の
道

筋
を
整
理
し
て
く
れ
る
。

納
得
い
く
ま
で
意
見
交
換

を
重
ね
、
妥
協
を
し
な
い
学

生
た
ち
は
、
討
論
が
白
熱
し

講
義
の
時
間
を
過
ぎ
て
し
ま

う
こ
と
が
よ
く
あ
る
そ
う
だ
。

「
法
学
部
の
学
生
た
ち

は
、
真
面
目
で
能
力
が
あ
る

の
に
お
と
な
し
い
タ
イ
プ
が

多
い
。私
は
こ
の
ゼ
ミ
を
通
し

て
、
学
び
だ
け
で
は
な
く
一

歩
前
に
出
る
姿
勢
、
世
界
を

広
げ
て
い
く
積
極
性
を
啓
発

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
先
生
は
ゼ
ミ
へ
の
思
い
を

そ
う
語
っ
た
。資
料
を
ま
と
め

る
こ
と
で
論
理
的
思
考
力
、

分
析
力
、
文
章
表
現
力
を

養
う
。
発
表
す
る
こ
と
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

磨
く
。
討
論
す
る
こ
と
で
聞

く
力
、話
す
力
が
身
に
つ
く
。

さ
ら
に
も
う
一
歩
進
め
る

た
め
に
、
同
ゼ
ミ
で
は
夏
に

「
合
同
デ
ィ
ベ
ー
ト
合
宿
」を

行
う
。
一
橋
大
学
法
学
部
、

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、

早
稲
田
大
学
法
学
部
・
政

治
経
済
学
部
の
憲
法
ゼ
ミ

が
参
加
す
る
。「
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
学
生
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
足
り

な
い
部
分
、
あ
る
い
は
優
れ

た
部
分
に
気
づ
く
。そ
の
気

づ
き
が
、
前
へ
出
る
原
動
力

に
な
り
ま
す
」
。
世
界
を
広

げ
る
た
め
に
、
合
宿
と
合
わ

せ
て
東
京
研
修
旅
行
も
行
っ

て
い
る
。
訪
れ
る
の
は
最
高

裁
判
所
・
国
会
議
事
堂
・
各

省
庁
・
新
聞
社
・
大
企
業
の

本
社
な
ど
。

「
法
学
部
は
進
路
が
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
各
分
野
の

中
核
現
場
を
体
感
す
る
こ
と

で
刺
激
を
受
け
、モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か

ら
で
す
」
。
先
生
は
こ
の
イ
ベ

ン
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

自
ら
行
い
、
学
生
た
ち
が
前

に
進
め
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
。

南野 森先生

本紙に掲載した大学（私立大学のみ）の案内資料は、P36のハガキ、または東進のウェブサイトwww.toshin.comから請求できます。

ス
タ
ー
ト
は

問
題
を
見
つ
け
る
こ
と
！

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
で

徹
底
的
に
討
論
を
重
ね
る

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
他
大
学
生
と

合
同
デ
ィ
ベ
ー
ト
合
宿
を
実
施

和田 真成さん（右）
法学部4年
もっと能動的に学びたい、憲法の魅力を
知りたい、そんな気持ちで南野ゼミを希
望しました。予習のための文献がとても
多く大変ですが、その分大きな充実感を
得ています。分析力、考察力、表現力、文
章力などが磨かれている実感もありま
す。先生が言う「強い頭をつくる」ことが
できているのかもしれません。

城石 さくらさん（左）
法学部4年
先生の話はとても興味深く、またゼミはさ
まざまな形で啓発されることが多く、いつ
も私に「やる気と元気」をくれます。発表
のための準備は1～2カ月かかり、討論の
ための下調べも時間がかかります。しか
し、この発表と討論や合宿などのイベント
を通して、ゼミ仲間との絆がとても深くな
りました。

話 題 の 講 義 ライブ
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Today’s Program 憲法演習

九州大学
法学部

自
ら
選
択
・
設
定
し
た
憲
法
学
上
の
論
点
を
批
判
的
に
分
析
し
て
報
告
。さ
ら
に
そ
の
後
の
徹
底
的
な
討

論
で
、憲
法
学
へ
の
理
解
と
知
識
が
深
ま
っ
て
い
く
。

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
を
受
け
て
、そ
の
内
容
に
関
す
る
討
論
を
行
う
。

醍
醐
味

講
義
の
流
れ

5.25.Fri.  at  Fukuoka 
16:40～18:10

南野 森 准教授

みなみの　しげる

［ 沿革・歴史 ］

資料の請求および
お問い合せ先

URL http://www.kyushu-u.ac.jp/
〒812-8581　福岡県福岡市東区箱崎6-10-1
九州大学 学務部入試課入試第一係　TEL.092-642-2265　FAX. 092-642-2267　
e-mail : nyushiken1@jimu.kyushu-u.ac.jp

■大学案内・ＡＯ入試募集要項（学部）の資料請求
九州大学 学務部入試課入試第三係
TEL.092-642-4488　FAX. 092-642-4485　
e-mail : nyuac@jimu.kyushu-u.ac.jp

［ オープンキャンパス情報 ］
8月4日（土）
理学部・工学部・芸術工学部・農学部・21世紀プログラム
8月5日(日)
文学部・教育学部・法学部・経済学部・21世紀プログラム・
基幹教育院（全学教育）（※）
8月6日（月）
医学部・歯学部・薬学部
（※全学教育とは、主に学部低年次（1年又は1年半の間）に

受ける教養及び基礎教育です。）

詳細は大学ホームページをご覧ください。

TOSHIN TIMES July 2012 “UNIVERSITIES ARE UNIVERSAL” ISSUE

▲昨年の東京研修旅行では、国会議事堂も訪問した。

1903(明治36)年 京都帝国大学福岡医科大学設置
1911(明治44)年 九州帝国大学創設
  九州帝国大学工科大学、
  九州帝国大学医科大学設置
1919(大正 8 )年 　医学部、工学部、農学部設置
1924(大正13)年 法文学部設置
1939(昭和14)年 　理学部設置
1947(昭和22)年 九州帝国大学を九州大学に改称
1949(昭和24)年 新制九州大学設置
  文学部、教育学部、法学部、経済学部設置
1964(昭和39)年 薬学部設置
1967(昭和42)年 歯学部設置
1968(昭和43)年 九州芸術工科大学設置
2003(平成15)年 九州大学と九州芸術工科大学統合
2005(平成17)年 伊都キャンパス開校

が
少
し
ず
つ
高
く
な
っ
て
い

く
。
今
日
の
テ
ー
マ
は「
公
務

員
の
政
治
的
行
為
と
司
法

救
済
」
。

担
当
グ
ル
ー
プ
が
Ａ
４
サ

イ
ズ
15
枚
に
及
ぶ
資
料
を
配

付
し
て
、発
表
が
始
ま
っ
た
。数

分
後
、先
生
が
ダ
メ
出
し
す

る
。「
だ
ら
だ
ら
読
む
ん
じ
ゃ
な

く
て
、要
約
し
て
こ
な
く
ち
ゃ
。

配
付
す
る
資
料
と
読
む
原
稿

は
別
に
用
意
し
て
！
」。ゼ
ミ

室
に
緊
張
が
走
っ
た
。


